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研究成果の概要（和文）：２００７年４月から２０１０年３月の３年間に及ぶ海外学術調査であ

り、フィリピンにおいてマルコス政権の独裁体制に参加したテクノクラートへの聴き取り調査

と、当時の資料を発掘・データベース化を行った。インタビューは、合計１６名を対象に、延

べ３６回にわたって実施された。インタビューは映像・音声・文書の形で、デジタル化された

発掘資料（シックスト・ロハス文書、アーマンド・ファベリア文書）とともにフィリピン大学

付属図書館で保管され、しかるべき時期に一般に公開される。 

 
研究成果の概要（英文）：This project was an oversea research conducted between April 2007 
and March 2010, mostly in the Philippines. Its main components were (1)series of 
interviews with those technocrats who joined Marcos administrations between 1965 and 1986, 
and (2)digitalization of the personal documents donated by Dr. Sixto K. Roxas as well 
as by Dr. Armand Fabella, (3)database production of fundamental information regarding 
the development of the Philippine technocracy such as the lists of cabinet members of 
each administration since the independence up to the present. All the collected data 
including video-taped interviews and the transcripts were kept and managed by the Main 
Library of the University of the Philippines, Diliman. They will be available for the 
general public in due time after clearing all the legal problems pertaining to the 
ownerships. 
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１．研究開始当初の背景 
マルコス大統領による独裁体制は、インドネ
シアのスハルト体制、マレーシアのマハティ
ール体制、タイの開発主義体制と同様、権威
主義と開発の体制を構築し、テクノクラート
にマクロ経済運営と経済開発政策を担当さ
せた。そうした上からの国家建設・経済発展
の路線は、フィリピンではみごとに失敗した。
しかし、テクノクラートが、当時なにを課題
として、どのような政治的、経済的、国際的
制約条件のもとで、どのように考えながら、
どう行動したのかについての理解は、いまだ
にきわめて不十分である。しかるに、彼らの
多くが高齢のため、次々と歴史の舞台から退
場しつつある。こうした関係者へのインタビ
ューを一日も早く実施しないと、われわれは、
その歴史への証言を記録に留める機会を永
遠に失ってしまう可能性が高いのである。こ
れが本研究を企画した当時の背景である。 
 
２．研究の目的 
(1)最大の目的は、マルコス政権に参画した
テクノクラート(主に経済テクノクラート)
へのインタビューであり、それを音声（＋映
像）によって記録し、かつそれを文字に起こ
し長期間にわたって保存することである。 
 
(2)第二は、フィリピンのテクノクラートに
ついて基礎的なデータベースを作成するこ
とである。たとえば、独立(1946 年)後の歴代
政権の閣僚名簿といった基本的なデータも
フィリピンにおいてはまとまって存在しな
い。これらを整備し一般の利用に供するよう
にしたい。 
 
(3)第三は、こうしたインタビューや資料整
備によってフィリピンの開発体制が東（南）
アジアの他の開発体制と、何を共有し、何を
共有していないかを明らかにすることであ
る。 
 
３．研究の方法 
(1)聴き取りの対象となるテクノクラートは、
そのほとんどが長く沈黙を守ってきた。マル
コス政権をめぐる論争あるいは係争に巻き
込まれたくないというのがその理由と推察
された。そのため、彼らの信頼を獲得するこ
とが何よりも大事であるため、いくつかのチ
ャンネルを通じて彼らにアプローチした。も
っとも有効であったのが元首相であるセサ
ール・ビラタ氏を通じたチャネルである。ビ
ラタ氏の信頼を得たことにより、次々と当時
の主要閣僚がインタビューに応じてくれた。 

 
(2)聴き取りは当初はフィリピン大学で行う
予定であったが、人によっては自らの事務所
などを好む人もあり、そうした場合はなるべ
く被聴き取り者の意思を尊重した。 
 
(3)同時に欧米の主要大学でのオーラル・ヒ
ストリー・プロジェクトを参考に、テープ起
こし・文書化およびその公開に際しては、被
聴き取り者の意思を最大限尊重し、本人が望
まない部分については、すべて非公開もしく
は条件付き（たとえば、20 年後の公開）公開
にすることとする。 
 
(4)聴き取ったテープはプロジェクトのため
に雇用した RA(調査助手)二人がテープ起こ
しし、それをフィリピン大学社会学科のラウ
ラ・サムソン教授が編集し最終版を作成した。
さらに、その記録は被聴き取り者に送られ、
彼らのチェックを受けた。 
 
(5)被聴き取り者であったシクスト・ロハス
氏、アーマンド・ファベリア氏から許可を得
た膨大な個人文書(大統領との間の交換文書
などを含む)はすべてフィリピン大学付属図
書館でデジタル化を行い、同図書館のホス
ト・コンピュータに保管されている。 
 
４．研究成果 
(1)聴き取り調査 
聴き取りは、合計１６名を対象に、延べ３６
回にわたって実施された。1 回あたりの平均
3 時間である。このうち、元首相セサール・
ビラタ氏の聴き取りは１２回であり、現在、
セサール氏の最終チェックを経て１年以内
にフィリピンの代表的出版社 Anvilより出版
する予定である。ビラタ氏以外の聴き取り調
査もすでに編集作業が終了している。 
 
(2)インタビューはすべて録画されており、
それとは別に音声でも記録されている。さら
にすべて文書化されているが、これらはフィ
リピン大学付属図書館のアーカイブとして
長期間保管され、しかるべき時に一般に公開
される手筈となっている。 
 
(3)マカパガル大統領期の重要テクノクラー
トであったシクスト・ロハス氏から、本プロ
ジェクトは個人文書すべての寄贈を受けた。
膨大な資料はすべてデジタル化されフィリ
ピン大学付属図書館に保管され、1、2年以内
に一般に公開される予定である。また、プロ
ジェクトの最中に亡くなったアーマンド・フ



ァベリア氏の遺族から同氏の個人文書のデ
ジタル化の許可を得た。ファベリア文書もロ
ハス文書と同様にフィリピン大学付属図書
館に保管され、近い将来一般に公開される。 
 
(4)フィリピンが独立して、今日に至るまで
の閣僚名簿などのデータベースも作成され
たが、これもフィリピン大学付属図書館のデ
ータベースとして近い将来公開される予定
である。 
 
(5)こうした成果については、2010 年 2 月 19
日にフィリピン大学で開催されたフォーラ
ムで報告された。関係者の多くが、本プロジ
ェクトがフィリピンにおいて政治家・官僚に
対してなされた初めての本格的なオーラ
ル・ヒストリーの試みであると一致して評価
してくれた。フォーラムに出席した Anvil 社
の代表が成果の出版を申し出てくれたのも、
そうした評価の表れのひとつである。 
 
(6)比較研究の観点からのフィリピン開発体
制の分析については片山が 2009 年 4 月に開
催されたフィリピン政治学会で報告し高い
評価を受けた。プロジェクトの終了を受けて、
成果の概要は 2010 年に筑波大学で開催され
る世界フィリピン学会日本大会でも紹介さ
れる予定である。 
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